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は し がき

本研究は､近年社会問題化しつつある環境問題の一つとして､地盤環境における地下水

の水質を研究対象に選定して実施したものである｡

地下水水質に影響する要因は､①水循環の一部としての地下水､②地質鉱物､地理的要

因や降水などの自然環境要因､及び人間社会活動要因の影響､③水質成分による土質への

吸着特性､④土質粒子･間隙構造の吸着機構､などが指摘される｡一方では､⑤流動水量

と水質成分濃度の達成現象としての把握が必要であろう｡こうした総合的な研究課題に対

しては､容易に成果を挙げることは困難なことが当初から予想されたため､分担者の得意

な点で何か一つ成果をあげることを狙った｡しかし､意図したものが得られたか香かは若

干怪しい｡かえって､多くの宿題を抱えることになったかも知れないが､一つのまとめを

試みた｡これが次の発展につながるものと信じつつ､読者諸氏のご批判とご指導をお願い

申し上げる次第である｡
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